































































































３歳～５歳未満を対象とした。ASD 児 42 名、定型発達





































こと）の項目を質問項目 14 ～ 16 とした。③食べたいと
いう欲求には食物の与え方、雰囲気、が左右するため、
与え方の項目はなじむ（子どもが慣れ親しんでいるなじ




気という項目を質問項目 25 ～ 27 とした。さらに、④環
境は与える側の子どもへの心理的な圧迫として、保護者
の気持ちを聞く質問項目 28 ～ 29 とした。⑤最後に偏食

































（± 16.6）である。内 ASD 児は、54.3 ヶ月（± 11.2）、定型
発達児は 47.0 ヶ月（± 20.1）、他の発達障害児は 49.3 ヶ月
（± 13.9）であった。全体の通園した月齢は平均 28.8 ヶ月














































































































ASD 児  9（21.4） 33（78.6）
他の発達障害児 17（35.4） 31（64.6）








度数   56   64 120
期待度数 48.1 71.9 120
調整済み残差  2.9 -2.9 　
自閉症スペク
トラム障害児
度数    9   33  42
期待度数 16.9 25.1  42
調整済み残差 -2.9  2.9 　
合計 度数   65   97 162
期待度数   65   97 162























































 Z 値 有意確率 
（両側）
離乳が円滑 なし群（92.65）＞あり群（71.48） -2.988 **
後期に手づかみで食べる なし群（84.67）＞あり群（66.35） -2.648 **
前歯で噛み切る なし群（69.67）＞あり群（54.80） -2.366 **
１歳半食器で食べる  なし群（88.13）＞あり群（65.05） -3.329 **
楽しく食べる なし群（88.83）＞あり群（72.05） -2.393 **
決まった時間に食べる なし群（88.61）＞あり群（73.30） -2.249 *
塩味を好む あり群（87.24）＞なし群（59.41） -4.207 ***
嗜好や選択に限り あり群（90.03）＞なし群（61.02） -4.111 ***
食事の好悪程度強い あり群（90.11）＞なし群（63.91） -3.689 ***
初めては不機嫌 あり群（83.59）＞なし群（62.61） -3.171 **
なじみのある物しか食べない あり群（85.56）＞なし群（65.86） -2.794 *
食べさせる時の苛立ち あり群（85.63）＞なし群（70.72） -2.117 *
Mann-whitney,wilcoxon a グループ化変数：食のこだわり
*p<.05  **p<.01  ***p<.001
自閉症スペクトラム児の食行動問題に対する研究




























































離乳が円滑に進む 10.400 ** 楽しく食べる 11.597 **
後期に手づかみ 47.463 *** 食物の外見 10.542 **
前歯で噛み切る 36.838 *** 友達と食べる効果 30.841 ***
後期に前掛けが汚れる 12.100 ** 初めては不機嫌 13.429 **
１歳半食器で食べられる 18.576 *** 食べさせる時の苛立ち 6.392 *
味の変化で食べない 5.465 * 食事終了にあせり 7.337 *
なじみのある物しか食べない 8.918 ** 食事の好悪程度強い 9.697 **
目新しい物を積極的に食べる 11.456 ** 嗜好や選択に限り 13.931 **
１、２回で食べられる 8.662 *












































 Z 値 有意確率
 （両側）
離乳が円滑 定型発達児（62.93）＞ ASD 児（45.37） -2.925 **
後期に手づかみ 定型発達児（63.70）＞ ASD 児（31.79） -5.507 ***
前歯で噛み切る 定型発達児（50.14）＞ ASD 児（26.77） -4.581 ***
後期に前掛けの汚れ 定型発達児（56.63）＞ ASD 児（40.07） -2.931 **
１歳半食器で食べる 定型発達児（66.07）＞ ASD 児（29.95） -6.173 ***
目新しい物を積極的に食べる 定型発達児（62.54）＞ ASD 児（42.49） -3.445 **
集中して食べる 定型発達児（62.86）＞ ASD 児（46.71） -2.604 **
楽しく食べる 定型発達児（64.21）＞ ASD 児（43.15） -3.494 ***
友達と食べる効果 定型発達児（65.87）＞ ASD 児（35.63） -5.094 ***
１、２回で食べることができる 定型発達児（54.55）＞ ASD 児（39.84） -2.766 **
味の変化で食べない ASD 児（63.81）＞定型発達児（48.14） -2.724 **
なじみのある物しか食べない ASD 児（64.05）＞定型発達児（49.33） -2.462 **
初めては不機嫌 ASD 児（64.93）＞定型発達児（46.29） -3.272 **
食事の時の苛立ち ASD 児（65.23）＞定型発達児（52.13） -2.164 *
食事終了にあせり ASD 児（67.42）＞定型発達児（50.84） -2.785 **
食事の好悪程度強い ASD 児（68.92）＞定型発達児（49.95） -3.136 **
嗜好や選択に限り ASD 児（69.31）＞定型発達児（48.81） -3.397 **
Mann-whitney・Wilcoxon 検定　グループ化変数 : 発達
*p<.05  **p<.01  ***p<.001
自閉症スペクトラム児の食行動問題に対する研究












































































































































































































Support for Parents in Regard to the Dietary Issues of Children 
with Autism Spectrum Disorder
Satoko Kojima
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
　We herein conducted a questionnaire survey on parents of children with normal development, those 
of children with Autism Spectrum Disorder (ASD), and those of children with other developmental 
disorders. Analysis of the data obtained revealed a relationship between the picky eating behaviors of 
children with ASD and their dietary developmental behaviors during the weaning period. In addition, 
the results suggested that the behavioral characteristics, sensory abnormalities, and difficulties in 
forming social relationships associated with autism are factors that affect the dietary developmental 
behaviors of children with ASD during the weaning period. Guidance for promoting a balanced diet, 
in other words expanding the range of　foods eaten, was found to possibly increase the psychological 
burden on parents of children with ASD. It is therefore important in support related to dietary issues 
for parents of children with ASD to provide support based on a broad analysis that ranges from each 
child’s picky eating behaviors to the dietary environment, the tactile sensation of eating utensils, and 
sense of taste, and to provide psychological support.
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